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農業技術センター 栽培技術研究部



― Copyright © 2022 Hiroshima Prefecture. All rights reserved. ―

目次

1．環境モニタリングとは

2．環境モニタリング機器

3．環境測定方法

4．おんどとりによるモニタリング

5．農技Cの取組

1/35



― Copyright © 2022 Hiroshima Prefecture. All rights reserved. ―

目次

1．環境モニタリングとは

2．環境モニタリング機器

3．環境測定方法

4．おんどとりによるモニタリング

5．農技Cの取組

2/35



― Copyright © 2022 Hiroshima Prefecture. All rights reserved. ―

環境モニタリングとは

施設内外の環境を測定，データ化し，
タブレット，ＰＣ等で確認すること
また，そのデータから植物の生理生態の反応を理解すること

・光合成，開花，結実等が適する環境に制御
することによる収量向上
・病害や成育の予測
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モニタリングする項目
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環境と光合成の関係

6 CO2 + 6H2O → C6H12O6 + 6O2
二酸化炭素 水 炭水化物 酸素

CO2

光

土壌水分 湿度 気温
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環境要因と制御方法

気温

・保温 ・除湿

・遮光

・補光

・CO2施用

・液肥灌水
・灌水

・冷房

CO2 湿度

土壌水分
養分

光

・換気
・加温

・空気循環 ・加湿
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モニタリング機器の一例

みどりクラウドUECS-Pi 計測ノード

おんどとり RTR505シリーズ プロファインダ―Ⅲ
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モニタリング機器の測定項目の一例

※その他の機器もありますので，目的に応じて機器を選んで下さい。
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モニタリング機器の特徴の一例
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UECS-Pi 計測
ノード
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その他の機器の一例

商品名 製造元・取扱店

Arsprout-Pi 内気象ノード サカタのタネ

e-kakashi ソフトバンク

EyeFARM-box ニッポー

farmo farmo

あぐりログ IT工房Z

ウルトラエースM 渡辺パイプ

プランテクト ボッシュ

プラントモニタ CHINO
・
・
・
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機器を選ぶポイント

①正確な気温の測定方法

②CO2校正機能の有無

③測定項目

④本体価格，月額料金

⑤遠隔監視をする際，電波回線の状況

⑥扱いやすさ，操作画面の見やすさ

⑦環境制御への展開
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正確な気温の測定方法

①直射日光を避ける
②通風する

強制通風装置の構造の一例
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（℃）

気温測定方法による違い

最大5℃の差

2020/8/13

図．S社製の気温センサの測定方法による実測値の違い
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自作可能な通風装置一覧 16/35
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相対湿度の測定方法

相対湿度センサの仕組み（組込み技術ラボHPより引用）

①センサを保護する
②精度が悪い場合，交換する

相対湿度センサを
不織布で覆う
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日射の測定位置

施設外

：鉄骨等による影響を受けない
：鉄骨等による影響を受けない
：フィルムの汚れや遮光後の日射を測定可能

施設内 植物体付近

施設外
施設内
植物体付近
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CO2の測定方法

ＮＤＩＲ式（光学式）が主流
通気性があり，風が通らないところに設置

長期間使用するとドリフトする（値がずれてくる）ため
1年に1回，校正

CO2センサー
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土壌水分の測定方法

①土壌と十分に密着させる
②筒内に常に水があるように随時，注水

デジタルテンションメーター設置時に，少量の水をやり，密着させる
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機器の維持管理

防除の際，カバーをかける

21/35



― Copyright © 2022 Hiroshima Prefecture. All rights reserved. ―

目次

1．環境モニタリングとは

2．環境モニタリング機器

3．環境測定方法

4．おんどとりによるモニタリング

5．農技Cの取組

22/35



― Copyright © 2022 Hiroshima Prefecture. All rights reserved. ―

モニタリング機器の特徴の一例
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遠隔モニタリングの構成 24/35
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おんどとりの特徴

必要な測定項目のみ取捨選択
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おんどとりを使う上での注意点

・別途，強制通風装置の準備が必須
・PC等による接続設定の必要
⇒今後の研修で対応予定
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製作マニュアル

現在２部公開済み
近日バージョンアップ予定

基礎編Ver.1.1 土壌水分編Ver.1.2

27/35



― Copyright © 2022 Hiroshima Prefecture. All rights reserved. ―

生体情報モニタリング

電圧測定モジュールを活用することで植物体温の
モニタリングが可能

トマトの葉温の測定の様子

28/35



― Copyright © 2022 Hiroshima Prefecture. All rights reserved. ―

無電化について

参考資料：
農研機構 標準作業手順書

「簡易な園芸施設における正確な気温の
遠隔測定システム標準作業手順書」

DC5～6V電源の供給が可能
接続可能機器
・親機
・子機（温湿度，日射，電圧）
・ラジエーションシールド

AC100V電源は不可（シロッコファン等）
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データの活用方法

このデータから
何をどうすれば
いいの？
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データ活用事例（トマト編）

0 6 12 18 24（時）

2020/9/29

0
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ー気温
ー湿度
ーCO2結露する恐れ

あり！！
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データ活用事例（トマト編）

0 6 12 18 24（時）

2020/11/21
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（℃）
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ー気温
ー湿度
ーCO2

暖房機を稼働
させ対策
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モニタリングデータ

・環境制御の設定値モデル

・予測される植物の生理状況

・施設内環境の改善策

データ活用の支援

読み込み

支援ツール 分析結果

植物生理を踏まえな
がら分析
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支援ツール（完成イメージ）

予測される症状
や改善策を表示

データを
グラフ化
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